
公益社団法人能代市シルバー人材センター 安全推進委員会

草刈り作業中の物損事故が連続２件発生しました。
就業前には危険箇所の確認やKY（危険予知）活動を徹底するのはもちろん、就業中も安全確

認を怠らず、十分注意しながら作業を進めてください。
「安全はすべてに優先する」のもと、安全就業を心掛けましょう。

日時 性別等 事 故 の 状 況 保険金額

9/19
（金）
11:30

男
73歳

南元町の空き地を草刈り作業中、隣接するＡ様宅
の灯油配管を刈り刃で傷つけた。9月30日にＡさん
がストーブ点火しないことで業者に修理依頼し、事
故が発覚した。灯油90リットルが地面に流出した。

26,534円

会員免責分
10,000円

【再発防止策】
会 員：今後隣家の草刈りをするときは、まず先に草を手で寄せてパイプ等ないかを確認して

から草刈りをする。
事務局：空き地草刈りのときは、境界外は刈らない。隣接住宅のある場合、境界付近をチェッ

ク。

日時 性別等 事 故 の 状 況 保険金額

9/23
（火）
15:00

男
71歳

市有地、旧切石小学校跡地を草刈り作業中、草に
覆われていた上水道給水ホースに気づかず、刈刃が
接触しホースを損傷させ水道水が噴出した。この水
道は、近隣集落の上水道として使われていた。

11,967円

会員免責分
10,000円

【再発防止策】
会 員：作業前に危険箇所がないか全員で話し合う。過去に事故がなかったか、周囲の安全確

認。
事務局：事前に発注者から危険箇所を知らせてもらう。作業前に全員で現場確認し、情報を共

有する。

今回の事故を受け、会員の皆さまにはショート
メッセージにより事故発生の連絡を行うとともに、
10月15日には枝切りおよび草刈り作業現場の緊急
安全パトロールを実施しました。
枝切り作業では、切った枝を片付けながら作業を進めており、足場の安全が確保されていま

した。また、草刈り作業では、作業前および休憩時間にもミーティングを実施するなど、ミュ
ニケーションを図りながら安全に配慮した作業が行われていました。
今後も安全確認を怠ることなく、安全就業の徹底をお願いいたします。

安全ニュース
安全は 無理せず 焦らず 油断せず

令和７年度 事故発生状況

【事故１】

【事故２】

安全パトロール報告

令和7年12月
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冬期間・年末年始をご安全に！
年末年始は慌ただしく、生活のリ

ズムも乱れやすい時期です。
安全と健康に気をつけながら、一

年を気持ちよく締めくくり、新たな
年を元気に迎えましょう！ 

参考：中央労働災害防止協会
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